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研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名   順天堂            ２ 大学名   順天堂大学               

 

３ 研究組織名   女性スポーツ研究センター                                 

 

４ プロジェクト所在地   東京都文京区本郷 3-2-20 伊藤ビル 4 階・5 階                             

 

５ 研究プロジェクト名   女性スポーツ研究センターにおける女性アスリートコンディション管理 
に関する研究基盤構築  

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究                                   

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

小笠原 悦子 女性スポーツ研究センター センター長 

 

８ プロジェクト参加研究者数  60 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小笠原悦子 

女性スポーツ

研 究 セ ン タ

ー ・ セ ン タ ー

長 

女性リーダー育成の阻害要

因の究明 

女性アスリートをリードする

サポートシステムの開発に向

けた研究 

チーム 4：女性アスリート

のコーチング法開発研

究 

竹田 省 

大 学 院 医 学

研 究 科 産 婦

人科学・特任

教授 

遺伝子改変実験動物モデル

を用いた骨・筋肉・運動能に

おけるステロイドホルモンの

役割に関する基礎研究 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

鯉川なつえ 

女性スポーツ

研 究 セ ン タ

ー ・ 副 セ ン タ

ー長 

Female Athlete Triad の改善

および予防に関する実践的

研究 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

櫻庭景植 

大学院スポー

ツ 健 康 科 学

研究科・教授 

Female Athlete Triad の改善

および予防に関する実践的

研究 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

小林弘幸 

大 学 院 医 学

研究科・病院

管理学・教授 

Female Athlete Triad の改善

および予防に関する実践的

研究 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

北出真理 
女性スポーツ

研 究 セ ン タ

Female Athlete Triad の改善

および予防に関する実践的

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ
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ー ・ 副 セ ン タ

ー長 

研究 ラム開発研究 

葛西隆俊 

大 学 院 医 学

研 究 科 心 血

管 睡 眠 呼 吸

医学講座・准

教授 

女性アスリートの睡眠の質と

その低下に関連する因子の

同定 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

町田修一 

大学院スポー

ツ 健 康 科 学

研究科・教授 

月経周辺症状および主観的

コンディションが運動パフォ

ーマンスに及ぼす影響に関

する研究 

女性ホルモンおよびトレーニ

ング経験が骨格筋の量およ

び質に及ぼす基礎的研究 

チーム 2：月経周期を考

慮したトレーニングの至

適負荷条件研究 

尾崎隼朗 
スポーツ健康

科学部・助教 

月経周期のフェーズの違い

が筋力トレーニング時の仕事

量と動作スピードに与える影

響に関する研究 

チーム 2：月経周期を考

慮したトレーニングの至

適負荷条件研究 

柿木 亮 

医 学 部 生 理

学第二講座・

助教 

月経周期がレジスタンス運動

後の栄養摂取による筋タン

パク質合成に与える影響に

関する研究 

チーム 2：月経周期を考

慮したトレーニングの至

適負荷条件研究 

平澤恵理 

大 学 院 医 学

研究科・老人

性疾患病態・

治療研究セン

タ ー ・ 教 授 、

女性スポーツ

研 究 セ ン タ

ー ・ 副 セ ン タ

ー長 

女性ホルモンおよびトレーニ

ング経験が骨格筋の量およ

び質に及ぼす基礎的研究 

チーム 2：月経周期を考

慮したトレーニングの至

適負荷条件研究 

内藤久士 

スポーツ健康

科学部・学部

長、大学院ス

ポーツ健康科

学研究科・研

究科長 

運動能力を規定する遺伝要

因に関する研究 

―特に筋・循環・エネルギー

代謝系の性差に着目して― 

チーム 3：エネルギー産

生とトレーニングの関係

性解明研究 

和気秀文 

大学院スポー

ツ 健 康 科 学

研究科・研究

科・教授 

運動能力を規定する遺伝要

因に関する研究 

―特に筋・循環・エネルギー

代謝系の性差に着目して― 

チーム 3：エネルギー産

生とトレーニングの関係

性解明研究 

福 典之 

大学院スポー

ツ 健 康 科 学

研究科  スポ

ー ツ 健 康 医

運動能力を規定する遺伝要

因に関する研究 

―特に筋・循環・エネルギー

代謝系の性差に着目して― 

チーム 3：エネルギー産

生とトレーニングの関係

性解明研究 
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科学研究所・

准教授 

服部信孝 

大 学 院 医 学

研 究 科 神 経

学・教授 

ミトコンドリア脂肪酸β 酸化

によるエネルギー産生と運動

量・運動負荷との関係 

チーム 3：エネルギー産

生とトレーニングの関係

性解明研究 

斉木臣二 

大 学 院 医 学

研 究 科 神 経

学・准教授 

ミトコンドリア脂肪酸β 酸化

によるエネルギー産生と運動

量・運動負荷との関係 

チーム 3：エネルギー産

生とトレーニングの関係

性解明研究 

吉村雅文 

大学院スポー

ツ 健 康 科 学

研究科・教授 

女性アスリートをリードする

サポートシステムの開発に向

けた研究 

チーム 4：女性アスリート

のコーチング法開発研

究 

（共同研究機関等）    

萩裕美子 
東 海 大 学 体

育学部・教授 

Female Athlete Triad の改善

および予防に関する実践的

研究 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

石田良恵 
女 子 美 術 大

学・名誉教授 

Female Athlete Triad の改善

および予防に関する実践的

研究 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

鈴木志保子 

神 奈 川 県 立

保 健 福 祉 大

学 保 健 福 祉

学部・教授 

Female Athlete Triad の改善

および予防に関する実践的

研究 

チーム 1：月経調整とコ

ンディション管理プログ

ラム開発研究 

石神昭人 

東 京 都 健 康

長寿医療セン

ター研究所・

研究部長 

女性ホルモンおよびトレーニ

ング経験が骨格筋の量およ

び質に及ぼす基礎的研究 

チーム 2：月経周期を考

慮したトレーニングの至

適負荷条件研究 

山口理恵子 

城西大学 経

営学部・准教

授 

女性リーダー育成の阻害要

因の究明 

チーム 4：女性アスリート

のコーチング法開発研

究 

井上雄平 
ミネソタ大学・

准教授 

女性アスリートをリードする

サポートシステムの開発に向

けた研究 

チーム 4：女性アスリート

のコーチング法開発研

究 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ミトコンドリア脂肪酸β

酸化によるエネルギー

産生と運動量・運動負

荷との関係 

東京都健康長寿

医療センタ ー研

究所・研究部長 

田中雅嗣 
チーム 3 における共同

研究 

（変更の時期：平成 26 年 7 月１日） 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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東京都健康長寿医療センタ

ー研究所・研究部長 
石神昭人 

チーム2における共同

研究 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

女性リーダー育成の阻

害要因の究明 

順天堂大学スポ

ーツ健康科学部・

助教 

伊藤真紀 

チーム 4：女性アスリート

のコーチング法開発研

究 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

順天堂大学大学院

スポーツ健康科学

研究科・助教 

法政大学スポーツ健康学

部・准教授 
伊藤真紀 

チーム 4：女性アスリ

ートのコーチング法開

発研究 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本プロジェクトは、月経調整の有効性、性ホルモン濃度の変動とトレーニング負荷等につ

いての研究を展開し、月経周期を考慮したコンディション管理およびトレーニングプログラム

の確立を目指したものである。また、アスリートを支える指導者の資質向上・増員という重要

課題にも取り組み、女性アスリートの指導者のコーチング法を提案し、女性アスリートが常に

ベストコンディションで競技に臨み、“東京 2020”等に向けた日本の競技力向上に寄与するこ

とが、本研究プロジェクトの目的･意義である。 

女性アスリートの月経周期や体組成、性ホルモン変動とトレーニング効果等に関する基礎

データを集積し、集積データを基に女性アスリートの月経周期を考慮したコンディション管理、

トレーニングプログラム開発に貢献した。さらに、諸外国における女性アスリートのコンディシ

ョン管理等の取組を調査し、女性アスリートの指導者に必要なコーチング法についての提案

を行うとともに、プログラム実施による効果を継続的に検証し、さらに研究を発展させた。 

（２）研究組織 

本事業は、大学院スポーツ健康科学研究科を基盤とした女性スポーツ研究センターを研

究拠点に、17 名の研究者をコアとし、学外からは女性スポーツ研究分野で多様な実績のある

上記 10 に上げた研究者を加え、さらに、研究推進のため、毎年度、公募により採用されたＰ

Ｄ・ＲＡ、研究奨励費研究（平成 26～30 年度で計 22 名）らの若手研究者を活用し、研究の促

進を図った。また、上記 10 の「プロジェクトでの役割」に示したとおり、研究内容により分割さ

れた 4 つの研究チームは、チーム内外における連絡会議・研究打合せを随時開催し、研究経

過の確認と修正を行った。研究の進捗については、自己点検評価を行うとともに、年度ごとに

本センター研究報告会、平成 29 年度からは国際シンポジウム兼研究報告会を開催した。さら

に外部評価委員による評価を受け、プロジェクトの効率的な遂行を図った。順天堂大学から

の研究支援体制は整っており、文部科学省からの援助に見合う資金的援助も受け、研究を

滞りなく推進することができた。 

（３）研究施設・設備等 

当該拠点は、順天堂大学本郷・お茶ノ水キャンパス・伊藤ビル（4･5 階）に置いた。総面積

約 99.59 ㎡の研究室にて調査研究を実施したが、同キャンパス内医学部各研究室、同大学さ

くらキャンパス（千葉県印西市）の各研究室においても、実験･解析等を実施した。また、本研



（様式 2） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
究のために 2014 年度（平成 26 年度）に設置された研究設備と、その利用時間は以下の通り

である。 

・身体組成測定システム（2014 年 12 月～2019 年 3 月） 総時間数 2,035 時間 39.1 時間/月 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

【チーム１】  

女性アスリートが陥りやすい無月経は過度な体重コントロールやトレーニングに起因して

生じることが多いが、エストロゲンの欠乏が骨格筋や運動能に与える影響について研究した

報告は限られている。そこで、竹田らは、生体レベルでエストロゲンの骨格筋や運動能に果

たす役割を明らかにすべく、卵巣を除去して内在性エストロゲンレベルを低下させた実験動

物マウス(OVX 群)と、そのコントロールマウス(偽手術のみの Sham 群)を作製した。OVX なら

びに Sham を施行したマウスに溶媒(Vehicle)のみを投与した Sham + V 群と OVX + V 群、エ

ストロゲンを投与した OVX + E 群の 3 群に分け、術後 2 週間後よりトレッドミル走行実験によ

る運動持続能（距離・時間）の評価を行った。術後 10 週において OVX + V 群は Sham + V 群

と比較して走行持続時間が有意に短縮し、OVX + E 群は走行持続時間の回復を認めた（学

会発表*175, 243/英文原著論文 86）。エストロゲンの骨格筋における分子機能を解明するた

めに、遅筋の代表的なものであるヒラメ筋を用いてマイクロアレイによる遺伝子発現解析を施

行した。エストロゲンによって発現が変化する遺伝子に着目するなかで、ミトコンドリア関連遺

伝子や筋肉関連遺伝子の発現変化が認められた。今回は同定されたエストロゲン応答性に

発現抑制された遺伝子の 1 つである脱共役タンパク質の Uncoupling protein3 (UCP3)に着目

し、Ucp３が定量的 PCR においても OVX + V 群で有意に発現が上昇し、OVX + E 群で発現が

抑制されることを確認した（学会発表*175, 243/英文原著論文*86）。また、分化誘導したマウ

ス筋芽細胞株 (C2C12 細胞)に我々が独自に構築した恒常的活性型エストロゲン受容体

(caERα)発現用の組換えアデノウイルスを導入し、In vitro での機能解析を行った。定量的

PCR にて Ad-caERα導入細胞で Ucp3 の発現が有意に低下し、ERα拮抗薬 (ICI 182,780)

によって発現が増加した。UCP3 は酸化的リン酸化反応を脱共役させ、エネルギーを熱として

散逸する作用があるため、ATP 量を調べたところ、Ad-caERα導入細胞で ATP 量が有意に

増加し、ICI により抑制されていた。ヒトにおいて持久運動によって UCP3 の発現量が減少す

ることが報告されており(Russell et al. Pflugers Arch 445, 563-569, 2003)、本研究の結果と合

わせて、エストロゲンは UCP3 の発現抑制を介してエネルギー代謝を効率化することで、マウ

ス個体レベルの運動持続能を正に制御している可能性が考えられた（学会発表*175, 243/英

文原著論文*86）。続いて、エストロゲンなどのステロイドホルモンに対する受容体と類似した

構造を持つ核内受容体に注目して解析を行った。C2C12 細胞を用いて、マウスの核内受容

体である全 49 遺伝子に関して、エスロゲンによる発現調節を解析した。分化誘導した C2C12

細胞のマイクロアレイによる遺伝子発現解析において、Ad-caERα導入細胞では、Nuclear 

receptor subfamily 4 group A member 1（Nr4a1）の発現が有意に上昇することが認められた

(学会発表*32/英文原著論文*22）。定量的 PCR により、Ad-caERα導入細胞で Nr4a1 の発

現が有意に上昇し、ICI によって発現が抑制されることを確認した。さらに、分化誘導した

C2C12 細胞では caERαの発現により、細胞内 ATP 量とミトコンドリア DNA 量が有意に増加

し、これらの増加は Nr4a1 に対する siRNA により抑制された。エストロゲンは骨格筋の遺伝子

プロファイルを制御し、核内受容体 NR4A1 を介してエネルギー代謝に関与している可能性が

示唆された。以上の研究により、女性アスリートの無月経に起因するエストロゲン欠乏が骨

格筋や運動能に影響を与える可能性が示唆された(英文原著論文*22, 86）。 

 アメリカスポーツ医学会は、女性アスリートが陥りやすい「利用できるエネルギー不足」、「視

床下部性無月経」、「骨粗鬆症」の 3 つの障害を Female Athlete Triad（以下、FAT）と定義し、

警鐘を鳴らしている(2007,ACSM)。FAT は競技力の有無に関係なく、女性アスリートなら誰で

も陥る可能性があり、その有効な予防および治療方法の開発を目的として研究を推進してい
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る。鯉川らは、アメリカにおける FAT サポートの現状を把握し、それを元に医学部および医学

部附属病院との連携が図れる順天堂大学の強みを生かし、H26 年 10 月、日本初の「女性ア

スリート外来」を設立した（達成度 100%）。女性アスリート外来を通してFATの特性について多

角的に検討を進め、常に利用できるエネルギーが十分に満たされ、正常月経と運動強度に

耐えられる骨密度を有している状態で競技力を向上させ、女性アスリート自身がセルフマネ

ジメントできるようになるための実践的サポート研究を実施した。①婦人科的側面からの研究

では、FAT を特徴づける血液学的因子等の基礎データを収集し、検討を進めた。これまで、

FATに関してはトップアスリートのデータがほとんどであったが、トップを目指すアスリートデー

タの集積により、多種目における FAT の状況（和文原著論文*157）が明らかとなった。また、

多くの基礎データにより、日本人アスリートにおける FAT の特徴（学会発表*135, 189, 271, 

274, 275）が明らかになりつつある。また、栄養学的アプローチによる婦人科系データの改善

に関する研究（学会発表*129, 132, 176, 182, 250）および、アスリートの基礎データを元にした

FAT 予防および治療方法に関する開発研究を推進した（達成度 75%）。②整形外科的側面か

らの研究では、FAT を特徴づける DEXA による骨密度および骨代謝マーカー等の基礎データ

を収集し、検討を進めた。特に、FAT と疲労骨折の関連について（学会発表*138）。明らかに

なりつつある。また、低用量ピルによる骨代謝マーカーの変化および栄養学的アプローチに

よる骨代謝マーカーの改善効果について検討を進めた（達成度 75%）。③栄養学的側面から

の研究では、FAT を特徴づける栄養摂取パターンについて基礎データを収集し、検討を進め

ている。これまでは、摂食障害レベルのアスリートのみの栄養指導であったが、多くの女性ア

スリートにみられる 低エネルギー摂取の現状が明らかになった（和文原著論文*164）。IOCが

指針として出した RED-S にもあるように、低エネルギーによる多くの因子についても詳細に検

討する。また、栄養指導による変化の検討および栄養教育に関するアプローチについて検討

した（達成度 80%）。④コーチング科学的側面からの研究では、従来の研究では、FAT がみら

れるアスリートに対し、婦人科的処置のみが先行され、FAT の予防や、再発を妨げるための

教育がなされていないことが問題点であることが浮き彫りとなった。本プロジェクト研究の成

果から、アスリートおよびアスリートに携わる重要な他者 （コーチや家族等）に対する FAT 予

防のための教育に関する研究を推進した（達成度 90%）。具体的には、「女性アスリートダイア

リー2015～2019」(制作物*1)、「女性アスリート・指導者のための e-learning」(制作物*2)、

「FAT スクリーニングシート 2017, 2019」(制作物*3)を開発し、スポーツ現場に提供した。今後

は、更にこれらのアイテムによる介入研究を進め、スポーツ現場での教育による改善効果を

検証する。 

 女性アスリートのコンディション管理における睡眠に関する研究として、①主観的睡眠の質

に関する調査研究、②客観的睡眠の質に関する調査研究、③睡眠の質の低下に関連する

因子の同定とそれに対する介入研究を掲げ、平成 27 年度より、葛西らにより、本研究は推進

された。現在のところ①に関して、女性アスリートの主観的睡眠の質が男性アスリートと比較

して低下していることを単一競技種目におけるパイロット研究にて確認し論文として報告した 

(英文原著論文*94)。また、それを多種目に拡張した調査研究を行い、多種目でも女性アスリ

ートの睡眠の質は男性より低下していることを確認するとともに関連する因子を複数同定し

た。こちらは国際学会などで報告し、現在、論文投稿中である。一方、②においては、怪我の

治療で入院中のアスリートを対象として簡易睡眠検査による評価を継続中であり、女性アス

リートに関しては月経中と月経後の客観的睡眠の質の評価を行い、そのデータを「女性アス

リートアクティブサポート 2019（順天堂大学女性スポーツ研究センター主催）」の基調講演で

報告した。現在論文準備中である。③に関しては、睡眠の質の低下に関連する因子として特

に女性アスリートにおける月経に対する介入の妥当性を検証する小規模のパイロット研究を

行う予定である。 

【チーム２】 
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 女性を対象とした運動トレーニングでは、個体差が生じやすいことが知られている。この要

因のひとつとして、月経周期に伴う性ホルモン濃度の変動における個人差が大きいことが考

えられている。町田らはこれまで、月経周期に伴う性ホルモン濃度の影響が、高強度レジスタ

ンス運動後の筋タンパク質分解指標の応答や一過性の運動負荷後のミトコンドリアダイナミ

クスに認められないことを見出してきた（学会発表*319）。また、女性ホルモンやミネラルが骨

格筋の量および質に及ぼす影響を明らかにするために、エストロゲンやビタミンCに関連する

遺伝子改変マウスを用いて、骨格筋の質と量について検討してきた（学会発表*203, 285,  

291）。さらに、雌ラットや卵巣摘出モデルを用いて筋損傷、再生、肥大に関する分子生物学

的メカニズムの解明に取り組んできた。最近の成果としては、体内ミネラルが骨格筋に及ぼ

す影響を明らかにするために、ヒトと同様に体内でビタミンCを合成できない雌のビタミン C合

成不全マウスを用いて、血漿や骨格筋のビタミン C が減少すると骨格筋にどのような影響が

あるかを調べた。その結果、ビタミン C 不足期間が長くなると筋肉を構成する筋線維が細くな

り、筋重量が減少し、再びビタミン C を与えると回復することがわかった。また、筋力や自発的

身体活動量も同様にビタミンC不足期間が長くなると低下し、再びビタミンCを与えると回復し

た。本研究成果は、骨格筋でのビタミン C 不足は筋萎縮や身体能力の低下をもたらすことを

証明した（国際学会発表*34, 38）。また、尾崎らは、若年女性を対象に、月経周期のフェーズ

の違いによって、骨格筋の形態や機能が一時的に変化するか否か、さらに、骨格筋の成長を

刺激する一般的なトレーニングであるレジスタンストレーニングにおける挙上スピードや仕事

量が一時的に変化するか否かを検討した。さらに、柿木らは、筋力トレーニングによる筋タン

パク質合成を促進する栄養物としてホエイペプチドに着目し、栄養物単独およびトレーニング

後の栄養物摂取がヒト骨格筋 mTOR シグナル伝達系に及ぼす影響を、性差の観点から検討

した。その結果、性差の影響は認められず、男女で同様の経路を介して筋タンパク質合成を

促進していることが示唆された(学会発表*325)。 

【チーム３】 

 内藤、和気、福らは、運動能力に関連するゲノムワイド関連解析ならびに候補遺伝子アプ

ローチにより、日本人において、運動能力に関連する多型を検討した。約 1500 名のアスリー

トと 1000 名のコントロールで解析した結果、持久的ならびに瞬発的運動能力に関連する遺伝

子多型を 10 種程度同定した。また、握力に関連する遺伝子多型を 16 種同定した。競技力と

強く相関する筋線維組成と遺伝子多型との関連性を 200 名の成人男女を対象に解析したと

ころ、筋線維組成には大きな性差が認められた。また、αアクチニン 3 (ACTN3) R577X 多型

とアンジオテンシン変換酵素(ACE) I/D多型の組み合わせで筋線維組成をある程度は予測で

きることを明らかにした（英文原著論文*7, 39)。ACE I/D 遺伝子多型の I アレルは、ヨーロッパ

人においては持久系に、アジア人においては瞬発系の運動能力に関連することを過去に報

告しているが、筋線維組成の違いで一部説明できることを明らかにした。また、スポーツ傷害

に関連するゲノムワイド関連解析ならびに候補遺伝子アプローチを実施し、その中で、エスト

ロゲン受容体α(ESR1)の C/T 多型は筋損傷のリスクや筋のスティッフネスと関連することを

明らかにした(学会発表*5)。また、運動時循環調節系の性差について検討した。エアロバイク

運動における心拍数上昇反応は男性に比較し女性で高く、この差は副交感神経系調節作用

の性差に依存している可能性が示唆された。一方、ハンドグリップ運動による局所運動では、

循環応答ならびに自律神経応答に性差を認めなかった。以上より、大筋群を用いた運動にお

いては循環調節系に性差を認める可能性が示唆された。運動時の循環調節には延髄孤束

核が関与していることが知られている。そこで当該核の血圧・心拍数調節作用に性差がある

か否か、孤束核内の神経伝達物質の一つであるアセチルコリンに着目し、麻酔下ラットを用

いた生理機能実験により検討した。その結果、コリン受容体特異的アゴニスト（カルバコール）

を孤束核に微量注入した際の降圧応答に有意な性差を認めた。つまり 循環調節中枢機能に

おいて性差が存在する可能性が示された(学会発表*302)。また、ラットの孤束核を用いたゲ



（様式 2） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
ノムワイド関連解析、パスウェイ解析ならびに遺伝子オントロジーエンリッチメント解析より、

TRPV4遺伝子発現に性差を認め、他の脳部位（視床下部）との比較から、この特徴が孤束核

特異的であること、さらに生理機能実験により孤束核内 TRPV4 は血圧調節作用を有すること

が示された(英文原著論文*38)。しかし、エストロゲンによる影響は受けないことも卵巣摘出

＋エストラジオール投与ラットを用いた実験より示唆された(学会発表*4)。また、延髄循環調

節系のみならず情動形成に深く関連している扁桃体も循環調節作用があること、特に 扁桃

体中心核は血圧上昇作用を有することが明らかとなった(英文原著論文*76)。これに関連し、

エストロゲンは雌ラットの扁桃体遺伝子発現パターンに影響を及ぼすことが示された(学会発

表*5)。エストロゲンは血圧低下作用を有することも本研究により示されたので、今後エストロ

ゲンによる血圧調節作用が扁桃体を介したものであるか否かについて検討していく予定であ

る。加えて、エストロゲンは運動量を増加させる作用を有すること、エストロゲンは運動モチベ

ーションに関与するとされる腹側被蓋野のチロシン水酸化酵素遺伝子発現を増加させるこ

と、しかし側坐核ドーパミン受容体遺伝子発現には影響しない可能性も同時に示唆された(学

会発表*237)。最後に、運動時の自律神経性循環調節機構には結節乳頭核－孤束核経路も

関与していること (英文原著論文*77)、さらに、疲労困憊に近い高強度運動時の循環調節に

おいては扁桃体中心核および尾側前障も関与している可能性が示唆された(学会発表*6)。

今後性差について検討していく。 

 服部、斉木らは、ヒト血漿代謝産物解析により開発した脂肪酸β酸化機能を用いた骨格筋

機能の評価システムの構築、並びに最終的にアスリート運動機能の評価を行うため、血中リ

ンパ球から樹立した iPS 細胞由来骨格筋細胞を用いた個別運動能力評価システムの構築を

目標としている。当初 3 年間で、骨格筋ミトコンドリア機能（脂肪酸β酸化）を反映する血漿ア

シルカルニチン群測定システムを構築し、運動障害疾患であるパーキンソン病での異常を報

告した（英文原著論文*8, 85）。さらに ヒト培養筋芽細胞にて脂肪酸β酸化評価システムを構

築した（論文準備中）。iPS 細胞由来骨格筋細胞については、筋芽細胞までの誘導は可能だ

が骨格筋細胞への誘導効率が現時点では不十分である（達成率は 100％）。 
【チーム４】 

 日本のスポーツ界において女性リーダー（指導者や役員等）の不足という課題解決のため

に、女性リーダー育成が急務となっている。そこで、小笠原らは、女性リーダー育成の阻害要

因を社会認知的進路理論（SCCT 理論）に基づき、オリンピアン、パラリンピアン、なでしこリー

グ選手、女子バスケットボールリーグ選手、トップテニスコーチを対象に調査研究を実施し

た。オリンピアンとパラリンピアン調査からは、結婚・出産・子育てが阻害要因であることが明

らかとなり、ロールモデルとしての同性（女性）の存在がその解決には重要であることが明ら

かとなった（学会発表*124, 164, ,309, 366）。また、なでしこリーグ（サッカー）の調査において

も、女性コーチとの出会いがその後のコーチングキャリアを選択する際に、ロールモデルとし

て重要であることが示唆された（制作物*4）。さらに、バスケットボールにおいては、LaVoi & 

Dutove(2012)の女性コーチを取り巻くバリアとサポートのエコロジカルモデルを援用し、日本

の女性バスケットボールコーチが直面するバリアとサポート要因について分類し、今後行う必

要がある女性コーチを増やす取り組みについて考案するためのインタビューを実施し、質的

研究からの検討も実施した（制作物*5）。また、女性アスリートをリードするサポートシステム

の開発では 「女性コーチアカデミー」のカリキュラム開発、アカデミーの実施を 4 年連続で実

施した（研究成果の公開状況*4,9,22,27）。さらに、最終年度（2018 年度）は日本オリンピック

委員会（JOC）からの依頼を受け、スポーツ庁委託事業の一環として 「女性リーダー・コーチア

カデミー」と名前を変更し、元オリンピアン・パラリンピアンやスタッフも参加者として参加して

実施された（研究成果の公開状況*27）。 

 女性アスリートの指導現場におけるコーチングは、これまで、男性アスリートの知見をベー

スとして行われているのが主流であり、女性アスリートの特性を考慮した選手育成および国
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際競技力向上を目指したコーチング法開発研究には未だ多くの発展可能性が残されてい

る。昨今のコーチング現場においては、競技中より得られる科学的データは極めて重要であ

ることが示唆されているものの、球技系チームスポーツの国内女性トップアスリートにおける

試合中の運動パフォーマンスデータ収集や分析を行った研究は皆無に等しい。そこで、吉村

らは、ウェアラブルデバイスを用いて、女性チームスポーツ (サッカー、ハンドボール、ゴール

ボール) における実際の試合中のパフォーマンスを定量し、それぞれ分析を実施した(学会

発表*165, 166, 167, 168, 169)。国内における実際の試合中における活動量や動きの頻度に

おいては、男性トップアスリートや国外女性トップアスリートとは異なる傾向を示す結果も見受

けられた。これらは、今後更なるデータ蓄積ならびに分析を加えることは不可欠であるもの

の、日本人女性アスリートの特性を考慮した選手強化育成、タレント発掘、およびオーダーメ

イド型のトレーニング立案を行う際には有用な資料になった。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

1. Biochem Biophys Res Commun (2016)に論文投稿し掲載された（英文原著論文*86） 

2. 第 69 回日本産科婦人科学会学術講演会 で JSOG Congress Award Candidate Session

で口頭発表を行い、JSOG Congress Award を受賞した 。 

3. 日本初の「女性アスリート外来」の開設・運営（順天堂大学医学部附属順天堂医院、同浦

安病院, 2014 年 10 月） 

4. 「女性アスリートダイアリー2015～2019（制作物*1）」、「女性アスリート・指導者のための e

ラーニング（制作物*2）」、「FAT スクリーニングシート 2017・2019（制作物*3）」を製作し、

全国に普及。 

5. 女性アスリートの主観的睡眠の質が男性アスリートと比較して低下していることを単一競

技種目におけるパイロット研究にて確認し論文として報告 (英文原著論文*94)。 

6. 骨格筋でのビタミン C 不足は筋萎縮や身体能力の低下をもたらすことを証明した（国際学

会発表*34, 38）。 

7. 筋線維組成には大きな性差があることが明らかになった。ミオシン重鎖（MHC）アイソフォ

ーム I型の割合は、女性で51％であり、男性の42％と比較して有意な高値を示した。ゲノ

ムワイド関連解析から筋線維組成に関連する可能性のある多型を 304 種同定した 。 

8. ヒトを対象とした実験により、運動時の循環調節機序に性差が認められること、さらにラッ

トを用いた実験により 循環調節中枢内における遺伝子発現パターンの性差が、それらの

一因である可能性が示唆された（英文原著論文*38）。 

9. エストロゲンが循環系への作用のみならず運動モチベーションに関与していること、これ

には脳内ドーパミン系が関与している可能性があることも示唆された（学会発表*237）。 

10. 再現性のある簡便な血漿アシルカルニチン群測定システムを構築し、ヒト培養細胞でも定

量評価できる方法を確立した。抗てんかん薬ゾニサミドが脂肪酸β酸化を改善させること

をヒト体内で証明した(英文原著論文*8)。これらにより、運動機能を反映する骨格筋脂肪

酸β酸化評価の有用性をヒトで証明した。 

11. 女性アスリートをリードするサポートシステム（プログラム）である日本初の「女性コーチア

カデミー」を開発(研究成果の公開状況*4,9.22,)し、採用した 「CoachDISC」は、コーチの特

性を分析するプログラムとして今後も充分に活用できることを確認した（学会発表*54, 79, 

308, 364）。さらに、このプログラムがスポーツ庁から評価を受け、2018 年度は JOC から

の再委託として「女性リーダー・コーチアカデミー」というプログラムに発展した (研究成果

の公開状況*27)。 

12. 最先端のウェアラブルデバイスを用いて、実際の試合中においてデータを測定し、対象者

のパフォーマンスの定量、分析を実施した結果、サッカー、ハンドボール、ゴールボール

の選手強化・育成を目指した指導現場におけるコーチングに際し、有益となる科学的知
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見を得ることができ、女性トップアスリート強化育成を鑑みた指導現場においてベンチマ

ークとなり得る価値ある指標となった (和文原著論文*156、学会発表*165, 166, 167, 168, 

169）。 

 

＜課題となった点＞ 

【チーム１】  

 女性アスリートの 3 主徴の 1 つとして問題となる無月経によるエストロゲン欠乏と運動能へ

の影響について、生体レベルで解析できるモデル系は報告が少ない。また、分子レベルでの

エストロゲンの骨格筋や運動能における作用に関しても報告に乏しいため、本研究では卵巣

除去マウスに対するエストロゲン投与と運動機能評価の方法について、独自に条件を検討し

ながら解析を行った。また、マウス生体を用いた解析のため個体による変動も大きくなりやす

く、各群の個体数を多めに確保した。本研究では運動持続能の解析を同様のプロトコールで

2 回実験を施行し、再現性を得ている。また、筋関連培養細胞のモデルは少なく、マウス由来

の筋芽細胞株である C2C12 細胞以外に一般的に使用できる解析系は乏しい。本研究では、

分化誘導した C2C12 細胞をモデルとして用いたが、ヒト由来の筋関連細胞での検証も必要で

あると考えられるため、ヒト横紋筋肉種由来細胞で解析を進めている。 

 また、Female Athlete Triad（FAT）の予防は、高校生、大学生ではすでに遅く、「小学生、中

学生」から介入していかなければならず、医療現場およびコーチング現場における認識が不

足している、ということが明らかとなった。日本は諸外国に比べ栄養教育が遅れていることも

問題点としてあげられる。今後は「女性スポーツ研究センター」において、FAT の継続した基

礎研究を元に、教育および情報提供等を、予防に関わる重要な他者に対し発信していくこと

で克服可能となるだろう。 

さらに、女性アスリートの月経周期に合わせた客観的睡眠の質に関する調査研究では、ス

ケジュールをあわせることに難渋し、計画よりも遅れを生じた。また、比較対象としての男性

アスリートにおける客観的睡眠の質の調査は不十分である。そのためより簡便により連続的

に客観的睡眠の質を評価できるウェアラブル装置によるデータの妥当性を検証し、それを用

いていくことが重要であることが今後の課題となった。 

【チーム２】 

 規則的な月経周期を有している被験者数が十分得られていなかった。今後は、スクリーニ

ング方法を工夫することで、目的に適した多くの被験者に参加してもらえると期待している。

また、研究デザインや成果に大きな問題点はないが、より多くのサンプル数を確保することに

より、より強固な結論を導けるとともに、月経症状や運動習慣・経験を考慮したより詳細な検

討が可能になるであろう。 

【チーム３】 

 これまで、ヒトを対象に運動能力やそれに関連する表現型（筋線維組成、筋力、スポーツ傷

害リスク）に影響する遺伝子多型について検討してきた。握力といった筋力は必ずしも瞬発系

の競技力とはリンクしないことも明らかにした。また、筋スティッフネスが低い遺伝子型で筋損

傷になりにくい可能性を明らかにしたが、競技力との関連については明らかにできなかった。

また、動物実験で得られた成果をヒトで検証するためにどのような研究アプローチを用いる

か、今後の大きな課題である。 

 さらに、iPS 細胞由来骨格筋細胞の構築システムについて、効率的な分化誘導方法が未確

立である点が課題となった。 

【チーム４】 

 女性コーチの阻害要因の研究では、当初は大学生を対象に研究を行う予定であったが、実

際にはコーチを望む者が予想以上に少なく、非現実的であったことから、対象者をオリンピア

ン、パラリンピアン、なでしこリーグ（サッカー）選手、WJBL（女子バスケットボールリーグ）選
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手に変更して実施した。 

 また、試合中の運動パフォーマンスデータ収集および分析に関しては、各競技種目の指導

現場において有益な情報を蓄積することができたが、今後は、それらのデータが実際の試合

中においてどのように試合の結果にも結びついてくるのかについて更なるデータ収集、分析

が必要となる。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

【チーム１】  

 卵巣除去マウスにエストロゲンを投与したマウスを用いて、エストロゲンはミトコンドリアにお

けるエネルギー産生を制御することで、運動持続能に対して促進的に作用することを明らか

にした。また、そのエストロゲンによるエネルギー産生に関与する 2 つの遺伝子（UCP3、

Nr4A1）を同定した。今後、さらに研究を発展させるため、筋関連細胞や遺伝子改変マウスを

用いた解析を進め、女性アスリートにおけるエストロゲンの作用について基礎的知見を得る。 

 順天堂大学医学部附属医院および浦安病院の「女性アスリート外来」に従事する研究

者は、月に一度の定期ミーティングを実施し、自己評価ならびに研究実施結果に対する

対応を共有した。また、研究検査項目は随時見直しを実施し、研究費用と検査項目につ

いて検討した。研究成果については、プロジェクト内で共有し、研究報告会にて査定し

た。その上で、新年度の研究課題、研究責任者および予算を明確にして研究を開始した。 

 年度毎の研究報告会の前に自己評価を行った。現状は客観的睡眠の質の評価をゴールド

スタンダードである脳波検査にて行い成果が出ているため、研究の質としても非常に高いも

のができたと考えている。 

【チーム２】 

研究はおおむね順調に進行したが、前述のように、さらにサンプル数を増やすことに

より、より強固な結論を導くことが出来ると考えられる。チーム 2 の研究者間で研究状

況や成果を共有し、チーム内の研究報告会や発表会を実施した。 

【チーム３】 

 月に 1 度、進行状況を研究チーム内で話し合った。その中で、情報を共有し効率的なデータ

解析・活用ができるようにしている。研究経費を有効に活用し、効率的に実験を行い、特許申

請をはじめ、論文投稿も十分に行っており、費用対効果も問題ないと判断する。 

【チーム４】 

 週１回程度実施される情報交換会と、学会発表のためミーティング、女性コーチアカデミー

実施のための定期的なミーティングなど、イベントごとにもミーティングを開催し、メンバー間で

の情報およびデータ分析結果の共有に努めている。 

 毎週水曜日に行われる情報交換会と、学会発表、論文執筆のためのミーティング、測

定データを交えたコーチング現場の指導者とのディスカッションなどを通じて、メンバ

ー間での情報およびデータ分析結果の共有に努めた。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

毎年度ごとに研究報告会を実施。外部評価委員会による評価・助言が研究者らに伝えら

れた。各チームにおいて展開される各種研究は、日本の中でもかなり稀有な内容であり、評

価に値すること、臨床研究をぜひ、実際のスポーツ現場で生かしていくような連携を図ってい

くことが望ましいというアドバイスを受け、毎年、研究報告会時に、研究チームの垣根を超え

た意見交換を行い、情報を共有した。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
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【チーム１】  

 エストロゲンの筋骨格系における作用と運動能における役割を明らかにする。特に、ミトコ

ンドリアの機能をはじめ、筋骨格系におけるエストロゲンの有益な作用に関わるメカニズムを

解明し、臨床応用の可能性を検討することで、女性スポーツ研究における基礎的知見・理論

的根拠を取得し、高いトレーニング効果、競技パフォーマンスに結びつく女性ホルモンの分子

基盤を解明する。 

 低エネルギーアスリートの改善プログラムの提案および、低エネルギー改善による FAT 判

定項目の変化を検討することで、スポーツ現場に大きく貢献する研究成果となる。また、低用

量ピル活用の方法論および効果等をまとめ、女性アスリート（とりわけ小学校、中学校）を支

える重要者他者に対して発信していく。 

 コンディショニング管理として、睡眠の質の低下を改善できる対処方法の確立が重要であ

り、前述のように、男性の睡眠呼吸障害・睡眠随伴症への介入、夕食時間、暖房などの生活

習慣への介入、女性の月経そのものや月経異常に対する介入や入浴習慣、飲酒、騒音など

の生活習慣、睡眠環境への介入といったものの効果の検証と、より簡便に客観的睡眠の質

を評価する方法の確立のための研究が今後も計画されている。 

【チーム２】 

トレーニング介入研究を実施し、骨格筋の成長を刺激する一般的なトレーニングであるレ

ジスタンストレーニングの効果が、月経周期のフェーズの違いによって影響を受けるか否か

について明らかにする。また同年代の男性も被験者とすることで、性差についても検討を重

ねていきたい。 

【チーム３】 

 これまでの研究成果として、運動能力、筋線維組成、筋損傷の程度や循環調節系に大きな

性差があることが明らかになった。これらの性差を生み出す要因について検討してきたが、そ

の全容解明に至るまでは不十分である。その要因として、女性アスリート自体の人数が少な

いこと、性周期などが考慮されていないことが上げられる。今後は、女性アスリートの協力者

を増やすこと、また、実験に関しては性周期なども考慮して検討する予定である。また、運動

時の生理的応答における性差のより詳細な機序を解明するためにも引き続き動物実験を継

続することが重要であると考える。 

 アスリート骨格筋の非侵襲的全ミトコンドリア機能（クエン酸回路・脂肪酸β酸化・呼吸鎖活

性）の定量化システムの構築を目指す。 

【チーム４】 

 女性アスリートの性格特性を分析する手法の開発を行うことで、女性アスリートに最適なコ

ーチング方法の確立が可能になると考えられる。 

 ウェアラブルデバイスを用いた本研究の実施により得られた一定の成果を、今後それぞれ

の競技種目におけるコーチング現場へと積極的に還元し、更なるデータ収集はもとより、女性

アスリートの各種目のトレーニングにおける目的に応じた適切なローディングの提案、科学的

根拠の伴ったインフォメーションとして活用していく。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

【チーム１】  

 エストロゲンが骨格筋のミトコンドリア機能を調節することによってマウス生体において運動

持続能を促進することを明らかにした。このことは、女性アスリートの無月経に起因するエスト

ロゲン欠乏が運動持続能に影響を与える可能性を示唆すると考えている。エストロゲンの骨

格筋における分子作用に関して、ミトコンドリアのエネルギー産生に関与するメカニズムを示

すことができ、この研究分野の発展に貢献した。本研究で明らかにされた分子メカニズムをは

じめ、さらに詳細に解析することにより、女性アスリートの高い運動パフォーマンスと相関する
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バイオマーカーや分子標的に臨床応用可能な候補因子を同定し、知財確保へと発展させた

いと考えている。 

 女性スポーツ研究センターが日本で初めて設立した「女性アスリート外来」は、すでに地域

病院および東京大学（2017 年に設立）等に普及している。また、本プロジェクト研究成果によ

って開発された「女性アスリートダイアリー」は英語に翻訳し、世界に発進しており、また、「女

性アスリート・指導者のための e-learning」はウェブサイト上で誰でも学ぶことができるため、

都道府県市区町村の生徒および教員なども活用している。 

 主観的および客観的睡眠の質の低下に関連するものとして月経異常や月経そのものが同

定され、それらに対する介入として、月経関連の商品開発に至った。それらによる介入の効

果を検証するための研究につながっている。 

【チーム２】 

 女性において、骨格筋の機能や形態が月経周期のフェーズの違いによる影響を受けるか

否かについて検討を進めている。体力医科学の分野において、これらを評価することは頻繁

にあり、その際に月経周期を考慮しなければならないか否かについての解を与えるものであ

る。 

【チーム３】 

 運動能力に関連する遺伝要因は生活習慣病にも密接に関係している。例えば、持久系の

運動能力と関連する遅筋線維の割合が高いと高血圧やメタボリック症候群に抵抗性を有す

ることが明らかになっている。このように、運動と遺伝子の関係は現在大きな問題となってい

る生活習慣病の易罹患性に及ぼす遺伝要因の発見にも繋がる可能性がある。また、動物実

験により当初想定していなかった、エストロゲンと運動モチベーション、さらにエストロゲンとド

ーパミン系の関連性を見出すことができた。女性では性周期に関連して運動に対するモチベ

ーションも変化するといわれている。本研究を推進していく事で、これらの機序についても明

らかにすることができると期待される。 

 運動障害疾患であるパーキンソン病での新規診断方法として特許出願した（出願番号

2016-017794、発明者: 服部信孝 、斉木臣二 、波田野琢、山城一雄、石川景一 、王子 悠、

森 聡生、奥住文美、発明の名称: パーキンソン病診断指標、出願人： 学校法人順天堂、

出願日 : 2016 年 2 月 2 日）。 

【チーム４】 

 日本初の「女性コーチアカデミー」は既に台湾での実施の検討が始まっている。他のアジア

の国々へのカリキュラムの紹介が充分に可能であると考えられる。 

 数ある球技系チームスポーツ、その全てを研究対象とすることはできていないが、本研究成

果およびデータ分析に用いた手法は、本研究で対象外となった球技系チームスポーツおよび

そのコーチング現場において応用できる可能性が充分に考えられる。また、本研究成果その

ものも、本研究では対象外となった種目に携わるコーチング現場の指導者にとって有益な情

報となり得ることが考えられる。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。）  

（１） エストロゲン（女性ホルモン）  （２） Female Athlete Triad      （３） 睡眠        

（４） 骨格筋                （５） 遺伝多型             （６） ミトコンドリア   

（７） 女性コーチ              （８） リーダーシップ         

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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研究会. 埼玉県さいたま市, 大宮ソニックシティ国際会議場. 2017 年 11 月 12 日. 

193. 池田和博 , 長井咲樹 , 堀江公仁子, 長澤さや , 竹田省 , 井上聡 . 骨格筋のミトコンド

リア機能制御におけるエストロゲンの役割, 第25回ステロイドホルモン学会学術集会. 東

京都千代田区, 一橋大学一橋講堂. 2017 年 11 月 18 日. 

194. 金子晴香 , 木下真由子, 石島旨章, 北出真理, 櫻庭景植 , 金子和夫. 女性アスリー

トのビタミン D 充足状況. 第 28 回日本臨床スポーツ医学会学術集会. 東京都渋谷区, 国
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立オリンピック記念青少年総合センター. 2017 年 11 月 19 日. 

195. 鳥居俊, 鎌田浩史, 田原圭太郎, 金子晴香 , 塚原由佳, 山澤文裕, 横江清司. 20 年

間で高校駅伝選手はどのように変化したか?. 第 28 回日本臨床スポーツ医学会学術集

会. 東京都渋谷区, 国立オリンピック記念青少年総合センター. 2017 年 11 月 19 日. 

196. 窪麻由美 , 中尾聡子 , 大沢亜紀 , 鯉川なつえ . 女性アスリートにおける相対的エネ

ルギー不足の予測因子の検討. 第 28 回日本臨床スポーツ医学会学術集会. 東京都渋

谷区, 国立オリンピック記念青少年総合センター. 2017 年 11 月 18-19 日. 

197. 中丸信吾, 櫻庭景植 , 藤田真平 . 中高年登山実施者における骨密度および骨代謝. 

第 28 回日本臨床スポーツ医学会学術集会. 東京都渋谷区, 国立オリンピック記念青少

年総合センター. 2017 年 11 月 18-19 日. 

198. 松村優子 , 北出真理 , 尾崎理恵 , 佐藤雄一 , 増田彩子 , 長井咲樹 . 続発性無月経

を主訴に来院した女性アスリートを腹腔鏡下手術にて診断・治療した Sertori-Leydig cell 

tumor の一例. 第 32 回女性スポーツ医学研究会. 東京都港区, 慈恵医大. 2017 年 12 月

2 日. 

199. 井上聡 . Roles of mitochondrial respiratory supercomplexes in muscle, brown adipose 

tissues and glucose metabolism（ミトコンドリア呼吸鎖超複合体形成と筋肉、褐色脂肪なら

びに糖代謝）. 第 40 回日本分子生物学会年会 conbio 2017. 兵庫県神戸市, 神戸ポート

アイランド. 2017 年 12 月 6-9 日. 

200. 北出真理 , 村上圭祐, 熊切順, 黒田恵司, 地主誠, 伊熊慎一郎, 尾崎理恵 , 増田彩

子 , 松村優子 , 板倉敦夫. 安全性と術後妊孕能、再発率の評価に基づいた腹腔鏡下子

宮筋腫核出術の標準化. 第 30 回日本内視鏡外科学会. 京都府京都市, 国立京都国際

会館. 2017 年 12 月 7 日～9 日. 

201. 井上聡 . [特別講演]エスロトゲンの筋骨格系への作用メカニズムとロコモティブ症候

群. 第 11 回日本性差医学・医療学会学術集会. 福岡県福岡市, パピヨン 24. 2018 年 1

月 20-21 日. 

［チーム 2］ 

202. 尾崎隼朗 , 窪田敦之, 棗寿喜, 安部孝, 町田修一 , 内藤久士 . 広範囲な負荷を組み

合わせたドロップセット法による筋力トレーニングが筋肥大及び最大筋力と筋持久力に与

える影響. 第 5 回 NSCA カンファレンス, 千葉県, 2017 年 1 月. 

203. 滝沢晶子, 近藤嘉高, 町田修一 , 相垣敏郎, 石神昭人 . ビタミン C の欠乏が骨格筋

に及ぼす影響. 日本ビタミン学会第 69 回大会. 神奈川県横浜市, 横浜市開港記念会館.   

2017 年 6 月. 

204. 中田智史 , 町田修一 , 平澤恵理 . 力学的負荷減弱時の骨格筋メカノトランスダクショ

ンにおける基底膜分子 Perlecan の役割. 第 49 回日本結合組織学会. 三重県津市, 三重

県総合文化センター. 2017 年 6 月. 

205. 中田智史 , 町田修一 , 鈴木友子, 平澤恵理 . nNOS 局在変化を介した骨格筋萎縮に

おける基底膜分子パールカンの役割. 第 3 回日本筋学会. 東京都小平市, 国立精神・神

経医療研究センター. 2017 年 8 月. 

206. 中野大輝 , 髙木香奈, 川西範明 , 町田修一 . 持久的トレーニングおよび高脂肪食摂

取が骨格筋のミトコンドリア分裂因子 Drp1 発現に及ぼす影響. 第 72 回日本体力医学会

大会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月. 

207. 岡本武志, 町田修一 . 身体的不活動による炎症性サイトカインの発現増加は遅筋特

異的に筋萎縮に寄与する?. 第 72 回日本体力医学会大会. 松山大学文京キャンパス, 

愛媛県松山市. 2017 年 9 月. 

208. 柿木亮 , 後藤亜由美, 吉原利典 , 都築孝允, 内藤久士 . 温熱負荷とロイシン摂取の

組み合わせが高齢マウスの筋量および筋機能に及ぼす影響. 第 72 回日本体力医学会. 
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愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 16 日. 

209. 後藤亜由美, 都築孝允, 吉原利典 , 柿木亮, 古市真也, 月岡恵惟, 内藤久士 . 肥満

が廃用性筋萎縮に伴う筋萎縮関連遺伝子の発現に及ぼす影響. 第 72 回日本体力医学

会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 16 日. 

210. 棗寿喜, 尾崎隼朗 , 柿木亮 , 小林裕幸 , 内藤久士 . 筋電気刺激の刺激頻度の違い

が筋肥大に及ぼす影響. 第 72 回日本体力医学会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キャン

パス. 2017 年 9 月 17 日. 

211. 尾崎隼朗 , 邓鹏宇, 棗寿喜, 尾崎美那貴, 近藤浩晃, 町田修一 , 内藤久士 . 幼児に

おける全身各部位の筋厚および皮脂厚の性差と年齢差. 第 72 回日本体力医学会大会. 

愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 18 日. 

212. 尾崎隼朗 , トウホウウ, 棗寿喜, 近藤浩晃, 尾崎美那貴, 町田修一 , 内藤久士 . 幼

児の筋厚に対する性・年齢・身体活動の影響に部位特異性は認められるか. 第 30 回日

本トレーニング科学会大会. 東京都世田谷区, 日本体育大学世田谷キャンパス. 2017 年

10 月 7 日. 

213. 尾崎隼朗 , 大澤拓也, 中潟崇, 吉原利典 , 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 邓鹏宇, 

沢田秀司, 町田修一 , 内藤久士 . 日本人中高齢男女における全身の筋厚と筋力および

その前後比に性と年齢が及ぼす影響. 第 4 回サルコペニアフレイル学会大会. 京都府京

都市, 同志社大学今出川校地寒梅館. 2017 年 10 月 15 日. 

214. 尾崎隼朗 , 大澤拓也, 中潟崇, 吉原利典 , 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 邓鹏宇, 

沢田秀司, 町田修一 , 内藤久士 . レジスタンストレーニングとウォーキングが後期高齢者

の下肢筋力と筋厚に与える影響. 第 5 回日本介護福祉・健康づくり学会. 岐阜県瑞穂市, 

朝日大学. 2017 年 11 月 12 日. 

215. 沢田秀司, 大澤拓也, 尾崎隼朗 , 吉原利典 , 棗寿喜, 邓鹏宇, 中潟崇, 石原美彦, 

北田友治, 町田修一 , 内藤久士 . ロコモ度テストを中心とした体力測定の項目間の関連

には男女差がある. 第 5 回日本介護福祉・健康づくり学会. 岐阜県瑞穂市, 朝日大学. 

2017 年 11 月 12 日. 

216. 杉原匡美, 柿木亮 , 村山尚, 平山哲, 森本幸生, 呉林なごみ, 三井田孝. 拡張型心

筋症モデルマウスにおける自発運動と強制運動. 第 62 回日本臨床検査医学会. 岐阜. 

2017 年 11 月 19 日.  

217. 滝沢晶子, 近藤嘉高, 滝野有花, 船越智子 , 町田修一 , 相垣敏郎, 石神昭人 . 雌雄

マウスでのアスコルビン酸欠乏が骨格筋に及ぼす影響. ConBio2017. 兵庫県神戸市, 神

戸ポートアイランド. 2017 年 12 月. 

218. 尾崎美那貴, 尾崎隼朗 , 小山桂史 , 神庭睦実, 宮本恵美, 木村和宏, 今泉隆裕, 涌

井佐和子, 町田修一 , 内藤久士 . 月経周期のフェーズの違いやそれに伴う主観的な気分

と体調の変化が握力に与える影響. NSCA ジャパン S&C カンファレンス 2017. 兵庫県神

戸市, 神戸ファッションマート. 2017 年 12 月 10 日. 

［チーム 3］ 

219. 大西真紀子, 高岸美和, 山中航, 宮本泰則, 和気秀文 , Gouraud Sabine. ラットの循

環器系中枢における性特異的なトランスクリプトーム解析. 第 94 回日本生理学会大会. 

静岡県浜松市, アクトシティ浜松. 2017 年 3 月 29 日. 

220. 山中航, 高岸美和, 金芝美, Gouraud Sabine, 和気秀文 : レバー運動課題における

ラットの心血管応答解析. 第 94 回日本生理学会大会. 静岡県浜松市, アクトシティ浜松, 

2017 年 3 月 29 日. 

221. 高岸美和, 山中航, 金芝美, Gouraud Sabine, 和気秀文 . 延髄孤束核におけるアセ
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チルコリン受容体 運動時の循環調節における役割について. 第 94 回日本生理学会大

会. 静岡県浜松市, アクトシティ浜松. 2017 年 3 月 30 日. 

222. 金芝美, 山中航, 高岸美和, Gouraud Sabine, 和気秀文 . 島皮質と扁桃体の刺激が

引き起こす異なる循環反応. 第 94 回日本生理学会大会. 静岡県浜松市, アクトシティ浜

松. 2017 年 3 月 30 日. 

223. 福典之 . 理系研究者からみた体育学の未来. 日本体育学会第 68 回大会. 静岡県

静岡市, 静岡大学. 2017 年 9 月 8 日. 

224. 池田隼, 熊谷仁, 畠山廣之, 井口祐貴, 島嵜佑, 内藤久士 , 吉村雅文 , 福典之 . サ

ッカー選手における ACTN3 R577X および ACE I/D 多型とポジション特性との関連. 日本

体育学会第 68 回大会. 静岡県静岡市, 静岡大学. 2017 年 9 月 10 日. 

225. 城所哲宏, 河村剛光, 福典之 , 染谷由希, 鈴木宏哉. 体育系大学生における体格と

体力の年次推移の相違：J-Fit＋ Study. 日本体育学会第 68回大会. 静岡県静岡市, 静

岡大学. 2017 年 9 月 10 日. 

226. 鈴木宏哉, 河村剛光, 染谷由希, 福典之 . 対象者の携帯端末による形態及び機能

測定値入力システムの検証：J-Fit+ Study. 日本体育学会第 68 回大会. 静岡県静岡市, 

静岡大学. 2017 年 9 月 10 日. 

227. 福典之 , 寺田新, 高井恵理, 田畑泉. 低強度の運動トレーニングが大腸における

DMH誘導性の前がん細胞(ACF)数に与える影響. 第72回日本体力医学会大会. 愛媛県

松山市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 16 日. 

228. 福典之 . 生活習慣病や長寿に対する mtDNA 由来新規ペプチドの日本人特異的配

列の影響. 第 72 回日本体力医学会大会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 

2017 年 9 月 16 日. 

229. 山中航, 金芝美, Gouraud Sabine, 和気秀文 . 繰り返しレバー運動課題における予

測的な循環応答と運動パフォーマンスの関係. 第 72 回日本体力医学会. 愛媛県松山市, 

松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 16 日. 

230. Noriyuki Fuku. ROLE OF GENETIC POLYMORPHISMS FOR INJURY PREVENTION 

IN SPORTS. 第 72 回日本体力医学会大会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 

2017 年 9 月 17 日. 

231. 月岡惠惟, 山中航, 和気秀文 . 扁桃体破壊が自由行動下ラットの循環動態および圧

受容器反射に及ぼす影響. 第 72 回日本体力医学会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キ

ャンパス. 2017 年 9 月 17 日. 

232. 膳法浩史 , 福典之 , 熊谷仁, 西田裕一郎, 桧垣靖樹, 内藤久士 , 原めぐみ, 田中恵

太郎. ミトコンドリア DNA 由来ペプチド MOTS-c のアミノ酸置換（K14Q）は身体活動量の

低い男性における 2 型糖尿病に関連する. 第 72 回日本体力医学会大会. 愛媛県松山

市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 18 日. 

233. 熊谷仁, 平田浩祐, 膳法浩史 , 木村範子, 宮本(三上)恵里, 宮本直和, 福典之 . エ

ストロゲン受容体遺伝子多型は筋ステイフネスおよび肉離れ受傷リスクに関連する. 第

72 回日本体力医学会大会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 18

日. 

234. Gouraud Sabine, 大西真紀子, Pham Thuy Linh, 宮本泰則, 山中航, 和気秀文 . 高

血圧ラットにおける血圧調節の性差－孤束核遺伝子発現に着目して－. 第 72 回日本体

力医学会. 愛媛県松山市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 18 日. 

235. 黒阪帆, 山中航, 和気秀文 . 運動後低血圧の中枢性機序に関する一考察～分界条

床核―中脳中心灰白質経路による降圧効果～. 第 72 回日本体力医学会. 愛媛県松山

市, 松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 18 日. 

236. 金芝美, 月岡惠惟, 山中航, 高岸美和, Gouraud Sabine, 和気秀文 . 激しい運動時
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の島皮質と扁桃体の拮抗的な循環調節. 第 72 回日本体力医学会, 愛媛県松山市, 松

山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 18 日. 

237. 和気秀文 , 山中航, 大西真紀子, 高岸美和, Gouraud Sabine. エストラジオールが卵

巣摘出ラットの自発性運動量に及ぼす影響. 第 72 回日本体力医学会. 愛媛県松山市, 

松山大学文京キャンパス. 2017 年 9 月 18 日. 

238. 山中航, 高岸美和, 金芝美, Gouraud Sabine, 和気秀文 . 麻酔下および覚醒ラットに

おける扁桃体の循環応答制御―ストレスが高血圧を発症させるしくみの解明に向けて―.  

第 53 回高血圧関連疾患モデル学会学術総会. 福岡県福岡市, 九州大学医学部百年講

堂. 2017 年 11 月 25 日. 

［チーム 4］ 

239. 井口祐貴, 石原美彦, 池田隼, 吉村雅文 . 日本人女子サッカー選手における試合中

の動きに関する研究. 第 15 回日本フットボール学会. 東京都小金井市, 東京学芸大学. 

2017 年 12 月 23 日. 

 

＜2016＞ 

［チーム 1］ 

240. 池田和博 , 長井咲樹 , 堀江公仁子, 長澤さや , 竹田省 , 井上聡 . エストロゲンは骨

格筋におけるエネルギー代謝関連遺伝子の発現を調節し生体での運動持続能を向上さ

せる. 第 24 回日本ステロイドホルモン学会. 大分県大分市, ホルトホール大分. 2016 年

12 月 3 日. 

241. 井上聡 . [市民向け講演] 女性ホルモンと筋肉・サルコペニア・ロコモティブ症候群. 

公益財団法人 三越厚生事業団 第 44 回医学研究受賞記念講演. 東京都中央区, 日本

橋三越本店６階 三越劇場. 2016 年 11 月 24 日. 

242. 井上聡 . [シンポジウム] ミトコンドリア超複合体形成と筋肉、褐色脂肪. 第 2 回日本

筋学会学術集会. 東京都小平市, 国立精神・神経医療研究センター. 2016 年 8 月 5-6 日. 
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248. 金子晴香 , 石島旨章, 石橋雅義, 有田均, 劉立足, 定月亮, 羽田晋之介, 木下真由



（様式 2） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
子 , 高澤祐治, 池田浩, 金子和夫. 小型歩行解析装置による変形性膝関節症に対する

術前後の歩行解析. 第 89 回日本整形外科学会学術総会. 神奈川県横浜市. 2016 年 5

月 15 日. 
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D 併用療法に対する骨密度増加効果の最適条件の部位的差異. 第 34 回日本骨代謝学

会学術集会. 大阪府大阪市. 2016 年 7 月 21 日. 

257. 大沢亜紀 , 高宮成将, 金澤博明, 吉田圭一, 糸魚川善昭, 丸山祐一郎. 体育系大
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ーツ整形外科学会. 福岡県福岡市. 2016 年 7 月 29 日. 
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ウスの筋線維タイプの特徴. 第 2 回日本筋学会学術集会. 東京都. 2016 年 8 月. 
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日本体力医学大会. 岩手県. 2016 年 9 月 25 日. 

290. 成田昂平, 近藤嘉高, 増冨裕文, 吉田雅幸, 石神昭人 . マウス骨格筋でのぺプチジ

ルアルギニンデイミナーゼ 2(PAD2)の局在性. 第 89 回日本生化学会大会. 宮城県仙台



（様式 2） 
 

法人番号 131025 
プロジェクト番号 S1411008 

 
市, 仙台国際センター/東北大学川内北キャンパス. 2016 年 9 月 25 日-27 日. 

291. 滝沢晶子, 天野晶子, 町田修一 , 相垣敏郎, 石神昭人 . ビタミン C 合成不全マウス

を用いたビタミン C の欠乏が骨格筋に及ぼす影響. 第 89 回日本生化学会大会. 宮城県

仙台市, 仙台国際センター/東北大学川内北キャンパス. 2016 年 9 月 25 日-27 日. 

292. 平澤恵理 , 中田智史 , 山下由莉. 筋の維持・再生に関わる細胞外環境の研究（筋・

脂肪細胞維持におけるパールカンの機能解明） 「筋ジストロフィー関連疾患の基盤的診

断・治療開発研究」(26-28)西野班 班会議. 東京都. 2016 年 12 月 6 日. 

293. 尾崎隼朗 , 窪田敦之, 棗寿喜, 町田修一 , 内藤久士 . シングルドロップセット法によ

る筋力トレーニングが主働筋と協働筋の筋サイズ・筋力・筋持久力に与える効果. 第 29

回日本トレーニング科学会. 神奈川県横浜市. 2016 年 10 月. トレーニング科学研究賞・

奨励賞 受賞. 

294. 柿木亮 , 関根紀子, 吉原利典 , 棗寿喜, 北田友治, 町田修一 , 小林裕幸 , 内藤久士

．レジスタンス運動後のホエイペプチド摂取によるヒト骨格筋 mTOR シグナルに及ぼす性

差の影響．第 71 回日本体力医学会. 岩手県. 2016 年 9 月. 

［チーム 3］ 

295. 和気秀文 , 山中航, 高岸美和, Sabine S Gouraud. The central amygdala regulates 

cardiovascular system without alteration of the baroreflex gain. 第 93 回日本生理学会大

会. 北海道札幌市, 札幌コンベンションセンター. 2016 年 3 月 23 日. 

296. 山中航 , 高岸美和 , Sabine  Gouraud, 和気秀文 . Differential cardiovascular 

regulation of the amygdala. 第 93 回日本生理学会大会. 北海道札幌市, 札幌コンベンシ

ョンセンター. 2016 年 3 月 23 日. 

297. Gouraud Sabine, 大西真紀子, 橋本恵, 宮本泰則, 山中航, 和気秀文 . Gender 

differences of gene expression profiles in the nucleus tractus solitarius. 第 93 回日本生

理学会大会. 北海道札幌市, 札幌コンベンションセンター. 2016 年 3 月 24 日. 

298. 山中航, 高岸美和, 金芝美, Gouraud Sabine, 和気秀文 . ラット扁桃体における領域

依存的な心血管応答制御. 平成 27 年度スポートロジーセンター・スポーツ健康医科学研

究所合同研究報告会. 東京都文京区, 順天堂大学. 2016 年 6 月 29 日. 

299. 福典之 . 競技力に関連する遺伝子多型. 日本スポーツ栄養学会第 3 回大会. 愛媛

県. 2016 年 7 月 2 日. 

300. 福典之 . スポーツパフォーマンスに関連する遺伝子多型. 第167回日本体力医学会

関東地方会. 千葉県, 2016 年 7 月 16 日. 

301. 山中航, 和気秀文 . 扁桃体刺激における領域依存的な心血管応答制御. 第 24 回日

本運動生理学会大会. 熊本県熊本市, 熊本大学. 2016 年 7 月 24 日. 

302. 和気秀文 , 山中航, 高岸美和, 金芝美, 横山亜紀, Gouraud Sabine. 延髄孤束核へ

のコリン作動薬微量注入が循環動態に及ぼす影響. 第71回日本体力医学会大会. 岩手

県盛岡市, 盛岡市民文化ホール. 2016 年 9 月 23 日. 

303. 大西真紀子, 高岸美和, 山中航, 宮本泰則, 和気秀文 , Gouraud Sabine. 延髄孤束

核における性差関連遺伝子の探索. 第 71 回日本体力医学会大会. 岩手県盛岡市, 盛

岡市民文化ホール. 2016 年 9 月 23 日. 

304. 山中航, 高岸美和, 金芝美, Gouraud Sabine, 和気秀文 . 扁桃体の機能操作が行動

中の心血管応答に及ぼす影響. 第 71 回日本体力医学会大会. 岩手県盛岡市, 盛岡市

民文化ホール. 2016 年 9 月 24 日. 

305. 膳法浩史 , 宮本（三上）恵里, 菊池直樹, 福典之 , 宮地元彦, 村上晴香. 筋力関連

表現型の遺伝率推定に関するメタ解析. 第 71 回日本体力医学会大会. 岩手県. 2016 年

9 月 25 日. 
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306. 小笠原悦子 . 大学のスポーツマネジメント. スポーツマネジメント学会第 9 回大会号.

大阪府東大阪市, 近畿大学. 2016 年 12 月 10 日. 

307. 菅野春菜, 小笠原悦子 . 女子バスケットボール・トップリーグの価値のための事例研

究：スポーツにおける CSR に着目して. スポーツマネジメント学会第 9 回大会号. 大阪府

東大阪市, 近畿大学. 2016 年 12 月 10 日. 

308. 北川純也, 小笠原悦子 , 伊藤真紀 . 女性コーチにおける CoachDISC の有用性の検

討： Leadership Scale for Sports 及び Coaching Efficacy Scale との関係. スポーツマネジ

メント学会第 9 回大会号. 大阪府東大阪市, 近畿大学. 2016 年 12 月 11 日. 

309. 藤﨑真琴, 小笠原悦子 , 伊藤真紀 . なでしこリーグ所属選手のコーチングキャリア選

択の要因. スポーツマネジメント学会第 9 回大会号. 大阪府東大阪市, 近畿大学. 2016

年 12 月 11 日. 

 

＜2015＞ 

［チーム 1］ 

310. 長井咲樹 , 池田和博 , 堀江公仁子, 竹田省 , 井上聡 . 核内受容体 SXR/PXR ノック

アウトマウスの骨量減少と破骨細胞制御. 第 1 回日本骨免疫学会. 沖縄県宮古島, ホテ

ルブリーズベイマリーナ. 2015 年 6 月 30 日-7 月 2 日. 

311. 胡愛玲, 山口琢児, 吉澤智子, 加治佐卓也, 白静 , 大谷悟, 小林弘幸 . グリーンキ

ウィ摂取による整腸作用と生理機能に対する効果. 第 15 回日本抗加齢医学会総会. 福

岡県福岡市, 福岡国際会議場. 2015 年 5 月. 

312. 佐藤郁子 ，牛込恵子 ，鯉川なつえ ，池畑亜由美 ，新井彬子 ，鈴木志保子 . 「女性

アスリート外来」受診者の現状（エネルギー摂取量の特徴）. 日本スポーツ栄養学会第 2

回大会. 滋賀県草津市, 立命館大学びわこ・くさつキャンパス. 2015 年 7 月. 

313. 鯉川なつえ . シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」, 女性

アスリートの現状と課題. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県

民文化会館/ホテルアバローム紀の国. 2015 年 9 月. 

314. 小笠原悦子 . シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」, 女性

スポーツ研究センターの概要. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌

山県民文化会館/ホテルアバローム紀の国. 2015 年 9 月. 

315. 鈴木志保子 . シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」 , 

Female Athlete Triad に陥るエネルギー摂取の問題点と栄養指導の必要性. 第 70 回日

本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館/ホテルアバローム紀の

国. 2015 年 9 月. 

316. 桜庭景植 . シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」, 女性トッ

プアスリートに対する医科学サポート～疲労骨折を中心に～. 第 70 回日本体力医学会

大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館/ホテルアバローム紀の国. 2015年9月. 

317. 松田貴雄 . シンポジウム「女性アスリートのためのスポーツ医学を考える」, 女子中

高生アスリートに対する対応～大学生・社会人との対応の違い〜. 第 70 回日本体力医

学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館/ホテルアバローム紀の国. 2015年

9 月. 

318. 牛込恵子，佐藤郁子，鈴木志保子 . 女性アスリート外来患者における月経状況と栄

養摂取状況の検討第 1 報. 第 62 回日本栄養改善学会学術総会. 福岡県福岡市, 福岡

国際会議場/福岡サンパレスホテル. 2015 年 9 月. 
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319. 亀岡舞 , 尾崎隼朗 , 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期の違いがレジスタンス運動後の

コルチゾール分泌応答に及ぼす影響. 第 23 回日本運動生理学会大会. 東京都. 2015 年

7 月. 

320. 亀岡舞 , 尾崎隼朗 , 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期および卵巣ホルモン濃度がレ

ジスタンス運動後の骨格筋タンパク質分解に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会.  

和歌山県, 2015 年 9 月. 

321. 大野佳南子 , 尾崎隼朗 , 亀岡舞 , 今井由佳, 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期の違

いが膝伸展運動時の仕事量と筋持久力に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会.  

和歌山県. 2015 年 9 月. 

322. 尾崎隼朗 , 亀岡舞 , 大野佳南子 , 今井由佳 , 町田修一 , 内藤久士 . 若年女性にお

けるスクワットジャンプ中の動作スピード及びジャンプ高に月経周期のフェーズの違いが

与える影響. NSCA ジャパンカンファレンス 2015. 東京都. 2015 年 12 月. 

323. 亀岡舞 , 尾崎隼朗 , 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期における卵巣ホルモン濃度が

レジスタンス運動後の骨格筋タンパク質分解に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大

会. 和歌山県. 2015 年 9 月. 

324. 尾崎隼朗 , 亀岡舞 , 町田修一 , 内藤久士 . 月経周期に伴う卵巣ホルモンの変動が

筋厚および筋力に与える影響. 第 22 回日本健康体力栄養学会大会. 千葉県. 2015 年 3

月. 

325. 柿木亮 , 吉原利典 , 棗寿喜, 関根紀子, 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 ．タンパク

質摂取がヒト骨格筋 mTOR シグナル伝達に及ぼす影響．第 70 回日本体力医学会. 和歌

山県, 2015 年 9 月. 

［チーム 3］ 

326. 尾崎隼朗 , 棗寿喜, 柿木亮, 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 . サイクリング運動の

強度の違いが細胞内シグナル伝達経路の活性化に及ぼす影響. 第 23 回日本運動生理

学会大会. 東京都世田谷区, 日本体育大学. 2015 年 7 月 25 日. 

327. 柿木亮 , 吉原利典 , 尾崎隼朗 , 関根紀子, 内藤久士 . 筋収縮様式がヒト骨格筋のタ

ンパク質合成関連シグナル伝達に及ぼす影響. 第 23 回日本運動生理学会大会. 東京

都世田谷区, 日本体育大学. 2015 年 7 月 25 日. 

328. 張碩文, 吉原利典 , 高嶺由梨, 町田修一 , 内藤久士 . 概日リズムによるラット骨格筋

における細胞内シグナル伝達の変化. 第 23 回日本運動生理学会大会. 東京都世田谷

区, 日本体育大学. 2015 年 7 月 25 日. 

329. 野﨑理沙, 川西範明 , 吉原利典 , 内藤久士 , 町田修一 . 繰り返し温熱負荷による骨

格筋萎縮抑制効果には筋線維特異性が認められる. 第 23 回日本運動生理学会大会. 

東京都世田谷区, 日本体育大学. 2015 年 7 月 25 日. 

330. 吉原利典 , 柿木亮 , 関根紀子, 高嶺由梨, 棗寿喜, 張碩文, 杉浦崇夫, 町田修一 , 

内藤久士 . 若年期の運動経験はマウス腓腹筋におけるアセチル化ヒストン H3 発現を亢

進させる. 第 23 回日本運動生理学会大会. 東京都世田谷区, 日本体育大学. 2015 年 7

月 25 日. 

331. 棗寿喜, 尾崎隼朗 , 吉原利典 , 柿木亮 , 町田修一 , 内藤久士 . ヒト骨格筋に対する

筋電気刺激が筋肥大に関わる細胞内シグナル伝達経路に及ぼす影響. 第 23 回日本運

動生理学会大会. 東京都世田谷区, 日本体育大学. 2015 年 7 月 25 日. 

332. 福典之 . 運動パフォーマンスを規定する遺伝子多型の同定と機能解析. 第7回分子

骨格筋代謝研究会. 京都府京都市, 京都大学. 2015 年 8 月 29 日. 

333. 福典之 . シンポジウム：遺伝情報を利用したタレント発掘・育成の可能性、競技力に

関連する核ゲノム多型―候補遺伝子アプローチと全ゲノム関連解析から―. 第 70 回日
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本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

334. 古市真也, 北田友治, 町田修一 , 内藤久士 . 酸素摂取動態がスプリントエコノミーに

及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館.  

2015 年 9 月 19 日. 

335. 野﨑理沙, 高木香奈, 内藤久士 , 町田修一 . 生薬の黄耆が廃用性筋萎縮に及ぼす

影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015

年 9 月 19 日. 

336. 川西範明 , 野﨑理沙, 内藤久士 , 町田修一 . ギプス固定誘導性の筋萎縮における

TLR4の役割. 第70回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館.  

2015 年 9 月 19 日. 

337. 中潟崇, 町田修一 , 濱田千江子, 石島旨章, 平澤恵理 , 石橋雅義, 内藤久士 . 日本

人勤労者のロコモ予備軍の実態調査 -新基準に基づいて. 第 70 回日本体力医学会大

会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

338. 北田友治, 町田修一 , 内藤久士 . 筋線維組成が最大走運動中の筋酸素化に及ぼす

影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015

年 9 月 19 日. 

339. トウホウウ, 石原美彦, 柳谷登志雄, 内藤久士 . 日本と中国の中規模都市における

児童の身体活動実態に関する研究. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 

和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

340. 石原美彦, トウホウウ, 井口祐貴, 島嵜佑, 吉村雅文 , 内藤久士 . 運動教室に参加

する児童の身体活動量. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県

民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

341. 坂本彰宏, 内藤久士 . ハイパーベンチレーションはレジスタンス運動の最大レップ数

増加に有効. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館.  

2015 年 9 月 19 日. 

342. 石田真大, 内藤守,  内藤久士 , 杉山康司. アンチクッション付きポールがノルディッ

クウォーキング時の運動強度に与える影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和

歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

343. 尾崎隼朗 , 棗喜寿, 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 . サイクリング運動の強度の違

いがレジスタンス運動後のシグナル伝達経路の活性化に及ぼす影響. 第 70 回日本体力

医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

344. 都築孝允, 吉原利典 , 関根紀子, 柿木亮 , 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 . 運動時

の体温上昇の有無が 2 型糖尿病ラットの骨格筋における糖代謝シグナル伝達系に与え

る影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015

年 9 月 19 日. 

345. 張碩文, 吉原利典 , 高嶺由梨, 町田修一 , 内藤久士 . 筋萎縮からの回復期における

運動実施のタイミングの違いが細胞内シグナル伝達に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医

学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

346. 棗寿喜, 尾崎隼朗 , 吉原利典 , 柿木亮 , 小林裕幸 , 町田修一 , 内藤久士 . 筋電気刺

激がヒト骨格筋におけるオートファジーに及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和

歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

347. 吉原利典 , 柿木亮 , 都築孝允，張碩文, 棗寿喜, 杉浦崇夫, 内藤久士 . 若年期の運

動習慣がラットヒラメ筋におけるヒストン修飾に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大

会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

348. 中村智洋, 柿木亮 , 関根紀子, 小林裕幸 , 佐久間和彦, 内藤久士 . 男性短距離走者

の骨格筋における ACTN3 タンパク質発現量. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県
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和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

349. 高嶺由梨, 吉原利典 , 都築孝允, 関根紀子, 内藤久士 . 強制運動または高脂肪食

摂取が成長期マウスの発育状態に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山

県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

350. 杉山康司, 白井友加里, 祝原豊, 朝倉徹, 富田寿人, 辻川比呂斗, 内藤久士 . スポ

ーツ活動種目別にみた小、中学生の体力水準の現状と課題. 第 70 回日本体力医学会

大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

351. 芝口翼, 杉浦崇夫, 吉原利典 , 内藤久士, 後藤勝正, 大平充宣, 吉岡利忠. 筋損傷

後の異なる温度刺激の組み合わせが再生過程における筋衛星細胞の動態に及ぼす影

響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9

月 19 日. 

352. 杉浦崇夫, 芝口翼, 吉原利典 , 内藤久士 , 後藤勝正, 吉岡利忠. 筋損傷後のアイシ

ングと温熱刺激の組み合わせが回復過程におけるミオシン重鎖分子種に及ぼす影響. 

第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月

19 日. 

353. 宇田宗弘, 川崎広明, 飯泉恭一, 重永綾子, 馬場猛, 内藤久士 , 吉岡利忠, 山倉文

幸. 骨格筋で新たに見出された分子量の異なるα-アクチンの細胞内局在の検討. 第 70

回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 19 日. 

354. 和気秀文 , 山中航, 高岸美和, Sabine S Gouraud. 扁桃体昇圧部による圧受容器反

射制御. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015

年 9 月 20 日. 

355. 山中航, 高岸美和, Sabine S Gouraud, 和気秀文 . 扁桃体の局所電気刺激がラット

の血圧循環応答に及ぼす影響. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和

歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 20 日. 

356. Sabine S Gouraud, 大西真紀子, 橋本恵, 宮本泰則, 山中航, 和気秀文 . 高血圧ラ

ットの延髄由来培養アストロサイトにおける遺伝子発現プロファイル. 第 70 回日本体力医

学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 20 日. 

357. 膳法浩史 , 福典之 , 村上晴香, 宮地元彦. αアクチニン 3 遺伝子 R577X 多型は女

性の柔軟性に関連する. 第 70 回日本体力医学会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県

民文化会館. 2015 年 9 月 20 日. 

358. 村上晴香, 福典之 , 宮本恵里, 川上涼子, 丸藤祐子, 家光素行, 真田樹義, 宮地元

彦. アスリートにおけるドーパミン受容体 D2 遺伝子多型の関連. 第 70 回日本体力医学

会大会. 和歌山県和歌山市, 和歌山県民文化会館. 2015 年 9 月 20 日. 

359. 和気秀文 , 山中航, 高岸美和, Sabine S Gouraud. 扁桃体局所電気刺激による循環

応答の多様性. 第 51 回高血圧関連疾患モデル学会学術総会. 大阪府豊中市, 千里ライ

フサイエンスセンター. 2015 年 10 月 30 日. 

360. 尾崎隼朗 , 北田友治, 棗寿喜, 安部孝, 内藤久士 , 形本靜夫. サイクリング運動は

加齢による筋サイズと最大酸素摂取量の低下を抑制する. 第 28 回日本トレーニング科

学会大会. 鹿児島県鹿屋市, 鹿屋体育大学. 2015 年 11 月 14 日. 

361. 駒野悠太, 三浦裕, 藤原大介, 内藤久士 , 中潟崇, 島田和典, 代田浩之. ウイルス

感染防御機能を制御するプラズマサイトイド樹状細胞に及ぼす運動の影響. 第 26 回日

本臨床スポーツ医学会学術集会. 兵庫県神戸市. 2015 年 11 月 19 日. 

362. 膳法浩史 , 福典之 , 西田裕一郎, 桧垣靖樹, 内藤久士 , 原めぐみ, 田中恵太郎. ミ

トコンドリア由来ペプチド MOTS-ｃアミノ酸置換（K14Q)を生じさせる m.1382A>C 多型と 2

型糖尿病との関連. 第 15 回日本ミトコンドリア学会年会. 福井県福井市. 2015 年 11 月

21 日. 
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［チーム 4］ 

363. 菅野春菜, 小笠原悦子 , 河野洋. 日本バスケットボールリーグの観戦者調査： スポ

ーツ観戦における経験価値尺度（EVSSC）を用いて. スポーツマネジメント学会第 8 回大

会号. 東京都千代田区, 法政大学. 2015 年 12 月 20 日. 

364. 北川純也, 小笠原悦子 , 伊藤真紀 . CoachDISC の有用性の検討-Leadership Scale 

for Sports-. スポーツマネジメント学会第 8 回大会号. 東京都千代田区, 法政大学. 2015

年 12 月 20 日. 

365. 藤﨑真琴, 小笠原悦子 , 笠原聡美. FIFA 女子サッカー発展のため の 10 の重要

方針に基づく日本の評価方法の検討スポーツマネジメント学会第 8 回大会号. 東京都千

代田区, 法政大学. 2015 年 12 月 20 日. 

366. 渡邉夏美, 小笠原悦子 , 新井彬子 , 伊藤真紀. 女性のコーチングキャリア選択に関

わる要因の検討：元オリンピアンを対象としたコーチ経験による比較検討. スポーツマネ

ジメント学会第 8 回大会号. 東京都千代田区, 法政大学. 2015 年 12 月 20 日. 

 

＜2014＞ 

［チーム 1］ 

367. 池田和博 , 堀江公仁子, 井上聡 . エストロゲン応答遺伝子 COX7RP の骨における

生体機能. 第 22 回日本ステロイドホルモン学会学術集会. 東京都千代田区, 都道府県

会館. 2014 年 11 月 3 日. 

［チーム 2］ 

368. 亀岡舞 , 内藤久士 , 町田修一 . 月経周期がレジスタンス運動後の筋タンパク質分解

に関連する尿中マーカーに及ぼす影響. 第 69 回日本体力医学会大会. 長崎県. 2014 年

9 月. 

369. 高木香奈, 位高駿夫, 上水研一朗, 有賀誠司, 町田修一 . 日本人男子柔道トップア

スリートの脱共役タンパク質遺伝子多型の特徴. 第 69 回日本体力医学会大会. 長崎県, 

2014 年 9 月. 

370. 亀岡舞 , 町田修一 , 小林裕幸, 内藤久士 . 黄体期における高強度レジスタンス運動

に対するホルモンの分泌応答は血清プロゲステロン濃度によって異なる. 第 25 回日本臨

床スポーツ医学会学術集会. 東京都. 2014 年 11 月. 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

1. 「順天堂大学スポーツ健康科学部 オープンキャンパス 2014」千葉県・印西市、女性スポ

ーツ研究センターにおける研究･活動の紹介（小笠原悦子 , 鯉川なつえ , 池畑亜由美 ）

2014 年 11 月 1 日.（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20141104-01.html） 

2. 町田修一, 日本人における乳清たんぱく質摂取の重要性, アメリカ乳製品輸出協会プレ

スセミナー, 東京, 2014 年 10 月 7 日. 

（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000007718.html） 

3. 「女性スポーツリーダーシップカンファレンス 2015」 東京、順天堂大学本郷キャンパス、

2015 年 2 月 14 日（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20150223-04.html） 

4. 「女性コーチアカデミー2015」 長野、軽井沢プリンスホテル、2015 年 9 月 15-17 日.

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/2015.html） 

http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20141104-01.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000007718.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20150223-04.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/2015.html
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5. 町田修一, 培養細胞から見えてきた骨格筋の性差, 第 70 回日本体力医学会大会シンポ

ジウム, 和歌山, 2015 年 9 月. 

6. 「順天堂大学スポーツ健康科学部 オープンキャンパス 2015」千葉県・印西市、女性スポ

ーツ研究センターにおける研究･活動の紹介（小笠原悦子、鯉川なつえ、関口晃子）2015

年 11 月 1 日（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20151106-03.html） 

7. 町田修一, 高齢期における骨格筋の性差. 第 3 回日本サルコペニア・フレイル研究会研

究発表会ワークショップ, 名古屋, 2016 年 11 月. 

8. 順天堂大学第 38 回都民公開講座「女性アスリートの可能性」（小笠原悦子, 北出真理, 

鯉川なつえ, 小林弘幸, 鈴木志保子）2016 年 6 月 25 日 

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20160510-01.html） 

9. 「女性コーチアカデミー2016」 長野、軽井沢プリンスホテル、2016 年 9 月 6-8 日.

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/） 

10. 「女性アスリートのサポート～各国の取組みを踏まえて～」第 340 回順天堂医学会学術

集会, 東京、順天堂大学本郷キャンパス、2016 年 9 月 8 日. 

（http://www.juntendo.ac.jp/event/20160908-00000192.html） 

11. 「第５回 NSCA 国際カンファレンス Women’s luncheon」 千葉県、幕張メッセ国際会議場

2017 年 1 月 27-29 日.（http://www.nsca-intlconf5.jp/jp/program.html#S2） 

12. 「FAT スクリーニングシート」2017 年 3 月 

（https://www.juntendo.ac.jp/athletes/fatscreening/download.html） 

13. 「女性スポーツリーダーシップカンファレンス 2017」 東京都、順天堂大学本郷キャンパ

ス、2017 年 4 月 9 日. 

14. Kondo Y, Takisawa S, Noda Y, Machida S, Aigaki T, Ishigami A. Vitamin C deficiency in 

skeletal muscle switches muscle fiber types from slow to fast. ICFSR 2017. Hotel Crowne 

Plaza Barcelona, Barcelona, Spain. 2017.4.27-29. 

15. Kondo Y, Takisawa S, Noda Y, Machida S, Aigaki T, Ishigami A. Vitamin C Deficiency Leads 

to Skeletal Muscle Atrophy and Muscle Fiber Transformation. IAGG 2017, Moscone West 

and the San Francisco Marriott Marquis, San Francisco, California, USA. 2017.7.23-27. 

16. 滝沢晶子, 近藤嘉高, 町田修一, 相垣敏郎, 石神昭人. ビタミン C の欠乏が骨格筋に及

ぼす影響. 日本ビタミン学会第 69回大会. 神奈川県横浜市. 横浜市開港記念会館. 2017

年 6 月 9-10 日. 

17. 船越智子, 滝沢晶子, 谷津智史, 永田喜三郎, 相垣敏郎, 町田修一, 石神昭人. アスコ

ルビン酸欠乏がマウス骨格筋に及ぼす影響. 第 41 回日本分子生物学会年会. 神奈川

県横浜市, パシフィコ横浜. 2018 年 11 月 28-30 日. 

18. ＜プレスリリース＞骨格筋でのビタミン C 不足は筋萎縮や身体能力の低下をもたらす 

(https://www.tmghig.jp/research/release/2019/0322.html) 

19. Hung YL, Ota K, Ishido M, Machida S. Estrogen deficiency leads to decreased water 

channel aquaporin 4 expression in skeletal muscle. 9th Federation of the Asian and 

Oceanian Physiological Societies Congress (FAOPS), Kobe, 2019.03.29. 

20. 町田修一. 高齢者を対象としたレジスタンストレーニングの効果を規定する要因とその分

子機序. 日本スポーツ栄養学会第５回大会. 京都府. 2018 年 7 月. 

21. 第 42 回日本睡眠学会定期学術集会 ワークショップ 1『アスリートの睡眠を考える』 

（http://www.c-linkage.co.jp/jssr42/contents/program.html） 

22. 「女性コーチアカデミー2017」 長野県, 軽井沢プリンスホテル. 2017 年 9 月 5-7 日. 

（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/） 

http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20151106-03.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20160510-01.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/report_ja/
http://www.juntendo.ac.jp/event/20160908-00000192.html
http://www.nsca-intlconf5.jp/jp/program.html#S2
http://www.c-linkage.co.jp/jssr42/contents/program.html
http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/
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23. 葛西隆敏. 「成長スパートのカギは、除脂肪体重（筋肉量・骨量）増加にあり！？」パネル

ディスカッション、女性アスリートヘルスサポートセミナー2018, 東京都, 2018 年 2 月 10 日. 

24. 葛西隆敏. ｢アスリートなら知っておきたい睡眠のはなし ～月経時の脳波測定からわか

ってきたこと～｣ 基調講演 女性アスリートアクティブサポートセミナー2019, 東京都, 

2019 年 2 月 9 日. 

25. 井上聡. [カレントイシュー] エストロゲン、筋肉とミトコンドリア呼吸鎖超複合体および代 
謝. 第 61 回日本糖尿病学会. 東京国際フォーラム. 2018 年 5 月 26 日. 

26. 井上聡. [シンポジウム] 性ホルモンと筋 骨格系. 第 36 回日本骨代謝学会学術集会. 長

崎ブリックホール. 2018 年 7 月 26-28 日. 

27. 「女性リーダー・コーチアカデミー2018」 長野県, 軽井沢プリンスホテル. 2018 年 9 月 11

日-13 日.（http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/） 

28. 「女性スポーツ研究センター国際シンポジウム 2018」、順天堂大学本郷お茶の水キャン

パス, 2018 年 9 月 15 日. 

（https://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20181025-01.html） 

29. 井上聡. [シンポジウム] 先端技術が解き明かす ミトコンドリアワールドの新展開.   

Roles of mitochondrial respiratory supercomplexes in vivo（ミトコンドリア呼吸鎖超複合

体の生体機能）. 第 91 回日本生化学会大会. 国立京都国際会館 .2018 年 9 月 24-26

日. 

30. 「FAT スクリーニングシート（2019 改訂版）」2019 年 3 月 

（https://www.juntendo.ac.jp/athletes/fatscreening/download.html） 

 

「毎日新聞 医療プレミア」へ協力し、研究成果を公開 
31. 毎日新聞「医療プレミア」体を動かさないと 60〜70 代にツケがまわる（萩裕美子）2015 年

8 月 4 日. 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150803/med/00m/010/003000c） 

32. 毎日新聞「医療プレミア」免疫をアップさせる食事と運動とは（小林弘幸）2015 年 9 月 3 日.

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150902/med/00m/010/004000c） 

33. 毎日新聞「医療プレミア」梨状筋症候群を知っていますか（小林弘幸）2015 年 10 月 2 日.

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151001/med/00m/010/005000c） 

34. 毎日新聞「医療プレミア」50 歳からの筋トレでマラソンも登山も（石田良恵）2015 年 10 月

26 日.（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151023/med/00m/010/008000c） 

35. 毎日新聞「医療プレミア」貧血や骨折の原因は月経にあるかも（窪麻由美, 中尾聡子）

2015 年 11 月 24 日. 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151120/med/00m/010/011000c） 

36. 毎日新聞「医療プレミア」月経は不妊や骨の健康にも影響（窪麻由美, 中尾聡子）2015 年

12 月 15 日. 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151214/med/00m/010/003000c） 

37. 毎日新聞「医療プレミア」女性アスリートを支える「老化」の最新研究（石神昭人）2016 年 1

月 20 日. 

（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160119/med/00m/010/003000c） 

38. 毎日新聞「医療プレミア」現代の壊血病やがんにも注目されるビタミン C（石神昭人）2016

年 2 月 17 日. 

http://www.juntendo.ac.jp/athletes/women_coaches_academy/
https://www.juntendo.ac.jp/athletes/news/20181025-01.html
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150803/med/00m/010/003000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20150902/med/00m/010/004000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151001/med/00m/010/005000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151023/med/00m/010/008000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151120/med/00m/010/011000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20151214/med/00m/010/003000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160119/med/00m/010/003000c
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（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160216/med/00m/010/0020c） 

39. 毎日新聞「医療プレミア」人間の体は、動かさないと弱くなる（櫻庭景植）2016 年 3 月 17

日.（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160316/med/00m/010/001000c） 

40. 毎日新聞「医療プレミア」骨密度が低い…その先にあるリスクとは（櫻庭景植）2016年4月

13 日.（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160412/med/00m/010/004000c） 

41. 毎日新聞「医療プレミア」勝利を目指すアスリートの食事法（鈴木志保子）2016 年 6 月 9

日.（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160608/med/00m/010/004000c） 

42. 毎日新聞「医療プレミア」たんぱく質の取り過ぎでスタミナ低下（鈴木志保子）2016 年 7 月

11 日.（https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160708/med/00m/010/011000c） 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

43. 現在投稿中（revision 中）の論文についてプレスリリースの準備を進め、本学ホームペー

ジ、神経学教室独自ホームページにて成果公開予定. 

44. 第 15 回アジアスポーツマネジメント学会（アジアスポーツマネジメント学会・日本スポーツ

マネジメント学会・女性スポーツ研究センター共催）順天堂大学本郷お茶の水キャンパ

ス、2019 年 8 月 7‐9 日. 

45. 「女性リーダー・コーチアカデミー2019」 長野、軽井沢プリンスホテル、2019 年 8 月 27-29

日. 

 

 

１４ その他の研究成果等 

【制作物】 

1. 「女性アスリートダイアリー（2015～2019） 

2. 「女性アスリート・指導者のための e ラーニング」（全 6 話）（2014～2016） 

3. 「FAT スクリーニングシート」の作成（2017, 2019） 

4. なでしこリーグ所属選手のコーチングキャリアに関する調査レポート（2017） 

5. 女子バスケットボールリーグ（WJBL）所属選手のコーチングキャリアに関する調査レポー

ト（2018） 

 

【受託研究】 

1. アスリートの筋肉増強を促進するタンパク源の探索とその作用メカニズムの解明. （研究

代表者: 町田修一）2014 年. 

2. アロニアエキスのヒトにおける体組成への影響と持久力向上作用の検証（研究代表者: 

町田修一）2016 年. 

3. 文部科学省委託事業「女性アスリートの育成･支援プロジェクト 女性アスリートの戦略的

強化に向けた調査研究」独立行政法人国立病院機構西別府病院からの再委託（内藤久

士, 小笠原悦子, 鯉川なつえ）平成 26 年度、27 年度（2014 年、2015 年）. 

4. スポーツ庁委託事業「女性アスリートの育成･支援プロジェクト 女性アスリートの戦略的

強化に向けた調査研究」独立行政法人国立病院機構西別府病院からの再委託（小笠原

悦子, 鯉川なつえ）平成 28 年度、29 年度（2016 年、2017 年）. 

5. スポーツ庁委託事業「女性アスリートの育成･支援プロジェクト 女性アスリートの戦略的

強化に向けた調査研究」（鯉川なつえ）平成 29 年度、30 年度（2017 年、2018 年） 

6. スポーツ庁委託事業「女性スポーツ推進事業 スポーツ団体における女性役員の育成事

業」公益財団法人日本オリンピック委員会からの再委託（小笠原悦子, 鯉川なつえ）平成

30 年度(2018 年) . 

https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160216/med/00m/010/0020c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160316/med/00m/010/001000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160412/med/00m/010/004000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160608/med/00m/010/004000c
https://mainichi.jp/premier/health/articles/20160708/med/00m/010/011000c
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7. スポーツ庁委託事業「女性アスリートの育成･支援プロジェクト 女性アスリートの戦略的

強化に向けた調査研究」独立行政法人国立病院機構西別府病院からの再委託（鯉川な

つえ, 葛西隆俊）平成 30 年度、31 年度（2018 年、2019 年）. 

 

【特許】 

1. 出願特許： 出願番号 2016-017794、発明者: 服部信孝、斉木臣二、波田野琢、山城一

雄、石川景一、王子 悠、森 聡生、奥住文美、発明の名称: パーキンソン病診断指標、

出願人： 学校法人順天堂、出願日 : 2016 年 2 月 2 日. 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

　
㎡ 4 室 15 名 0 円 0 円

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

研究費 66,389 33,000 33,389 0 0 0 うち一般補助2,891千円

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
3
0
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

研究費 72,637 40,120 32,517 0 0 0 うち一般補助2,944千円

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
9
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

法人番号 131025
プロジェクト番号 S1411008

年度・区分 支出額

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

法　人
負　担

私　学
助　成

共同研
究機関
負担

受託
研究等

寄付金 その他（　　　　　　　　　　） 備　考

平
成
2
6
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 5,226 2,006 3,220 0 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

研究費 72,271 38,644 33,627 0 0 0 うち一般補助2,059千円

平
成
2
7
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

0

装 置 0 0 0 0 0 0

研究費 74,713 39,402 35,311 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0

うち一般補助3,394千円

平
成
2
8
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

0 うち一般補助3,348千円

総

額

施 設 0 0 0 0 0

研究費 75,425 43,214 32,211 0 0

0

装 置 0 0 0 0 0 0

設 備 5,226 2,006 3,220 0 0 0

研究費 361,435 194,380 167,055 0 0 0

補助主体

伊藤ビル4階 26年度 99.59 学校法人
順天堂

0

施　設　の　名　称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数 事業経費 補助金額

総 計 366,661 196,386 170,275 0 0

0
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（千円）

ｈ

ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

装置・設備の名称 整備年度 型　　番 台　　数 稼働時間数 事業経費 補助金額

（情報処理関係設備）

補助主体

（研究装置）

0
（研究設備）
身体組成測定システム 26年度 超音波画像診断装置Noblus 1式 2,035 5,226 3,220

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,964 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 0

通信運搬費 427 通信料、機器輸送費、郵送費

印刷製本費 1,884 封筒、女性アスリート手帳、カンファレンスポスター他

旅費交通費 8,734 国内・国外旅費

計 59,299
ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 21,613 解析委託、システム開発委託、通訳業務委託他

(会議費他） 5,677 カンファレンス会議費

人件費支出 784

（兼務職員） 実人数　2人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 8,379

教育研究経費支出 0
計 784

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 473 学内1人

図　　　　書 0
計 8,379

計 3,809 学内3人

ポスト・ドクター 3,336 学内2人

研究支援推進経費 0
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（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

年　　　度 27

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 23,307 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 0

通信運搬費 356 通信料、郵送費

印刷製本費 2,426 戦略レポート増刷、各種リーフレット等

旅費交通費 3,742 国内・国外旅費

計 49,571
ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 18,199 解析委託、システム開発、実験補助者謝金他

（会議費他） 1,541 カンファレンス会議費

人件費支出 9,649

（兼務職員） 実人数　2人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,850

教育研究経費支出 0
計 9,649

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,113 学内2人

図　　　　書 0
計 6,850

計 8,643 学内4人

年　　　度 28

ポスト・ドクター 6,530 学内2人

研究支援推進経費 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,619 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 0

通信運搬費 404 通信料、郵送費

印刷製本費 3,951 紀要・報告書・リーフレット等印刷製本費、論文投稿費等

旅費交通費 4,718 国内・国外旅費

計 42,446
ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 7,767 実験補助者謝金、翻訳謝金、解析委託費、保守・管理運営費等

（会議費他） 4,987 学会参加費、会議開催費等

人件費支出 10,868

（兼務職員） 実人数　3人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 12,798

教育研究経費支出 0
計 10,868

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,843 学内2人

図　　　　書 0
計 12,798

計 9,313 学内4人

ポスト・ドクター 6,470 学内2人

研究支援推進経費 0
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  平成 年度

（千円）
  平成 年度

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,240 学内1人

計 8,201 学内3人

ポスト・ドクター 6,961 学内2人

研究支援推進経費 0

図　　　　書 0
計 2,924

計 6,641
設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,924 脳波センサー　他 脳波センサー　他

（兼務職員） 6,641 実人数　4人

教育研究経費支出 0

計 48,623
ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

旅費交通費 5,288 学会、打ち合わせ旅費

報酬・委託料 16,529 実験補助者謝金、翻訳謝金、解析委託費、保守・管理運営費等

賃借料 OptimEye賃借料 他

通信運搬費 355 通信料、郵送費

印刷製本費 3,447 紀要、報告書、リーフレット等印刷製本費、論文投稿費等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,015 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

光　熱　水　費 0

計 6,453 学内3人

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 5,085 学内2人

研究支援推進経費

計 3,153
研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,368 学内1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,153

図　　　　書 0

教育研究経費支出 0
計 13,542

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員） 13,542 実人数　6人

（会議費他） 5,668 学会参加費、会議開催費他
計 49,489

旅費交通費 3,931 学会、打ち合わせ旅費

報酬・委託料 16,321 実験補助者謝金、翻訳謝金、解析委託費、保守・管理運営費等

通信運搬費 380 通信料、郵送費

印刷製本費 2,694 紀要、報告書、リーフレット等印刷製本費、論文投稿費等

消　耗　品　費 20,495 実験試薬、検査用品、実験動物、事務用品他

光　熱　水　費 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

学会参加費、会議開催費他
超音波洗浄機　他
ピペット修理 他

（会議費）
（用品費）
（修繕費）

4,516

242
174
57
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